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　平成25年11月７日

各　位

会社名　 　南海プライウッド株式会社

代表者名 　代 表 取 締 役 社 長 丸山　徹

　 　 （コード番号：7887）

問合せ先 　執行役員　管理部門長 松浦義博

　 　 （ＴＥＬ：087-825-3615）

　

平成26年３月期　第２四半期累計期間における業績予想と実績値との差異
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ

 

　

　平成25年５月14日に公表いたしました平成26年３月期　第２四半期累計期間の業績予想と本日

公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。

　また、最近の業績動向を踏まえ、平成26年３月期　通期の業績予想につきましても修正いたし

ましたので、併せてお知らせいたします。　

　

記

　

１．平成26年３月期　第２四半期（累計）業績予想と実績値との差異

（平成25年４月１日～平成25年９月30日）　

（１）連結　　
　（単位：百万円　％）

　 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株あたり
四半期純利益

前回発表予想(Ａ)　 7,200 260 300 170 17.55

実　 績 　値(Ｂ)　 6,916 530 621 383 39.60

増　 減 　額(Ｂ－Ａ) △284 270 321 213 －

増　 減 　率(％) △3.9 104.1 107.0 125.6 －

(ご参考)前第２四半期実績
(平成25年３月期第２四半期)

6,225 126 110 52 5.39

　

（２）個別　

　（単位：百万円　％）

　 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株あたり
四半期純利益

前回発表予想(Ａ)　 5,960 270 350 220 22.71

実　 績 　値(Ｂ)　 5,785 397 527 314 32.43

増　 減 　額(Ｂ－Ａ) △175 127 177 94 －

増　 減 　率(％) △2.9 47.1 50.8 42.8 －

(ご参考)前第２四半期実績
(平成25年３月期第２四半期)

5,223 108 93 35 3.67
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２．平成26年３月期　通期業績予想の修正

（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

（１）連結　
　（単位：百万円　％）

　 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株あたり
四半期純利益

前回発表予想(Ａ)　 14,500 430 530 320 33.04

今回修正予想(Ｂ)　 14,500 910 970 560 57.83

増　 減 　額(Ｂ－Ａ) 0 480 440 240 －

増　 減 　率(％) 0.0 111.6 83.0 75.0 －

(ご参考)前期実績
(平成25年３月期)

13,451 628 849 393 40.59

　

（２）個別　
　（単位：百万円　％）

　 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株あたり
四半期純利益

前回発表予想(Ａ)　 12,000 400 550 350 36.13

今回修正予想(Ｂ)　 12,000 640 780 450 46.47

増　 減 　額(Ｂ－Ａ) 0 240 230 100 －

増　 減 　率(％) 0.0 60.0 41.8 28.6 －

(ご参考)前期実績
(平成25年３月期)

11,048 508 804 338 34.97

　

３．業績予想との差異及び修正の理由

　当第２四半期連結累計期間における住宅関連業界は、雇用と所得の環境改善への期待、消費税

引き上げ前の駆け込み需要等により、新設住宅着工戸数は前年同期比を上回る水準で推移してい

ます。このような事業環境のもとで当社グループは、円安による原材料調達コストの上昇、電力

料の値上げなどマイナス要因はあったものの、受注面、生産面における企業努力により、営業利

益、経常利益、四半期純利益が当初の想定を上回る結果となりましたので、上記の通り差異が発

生いたしました。下期におきましても同様の事由から新設住宅着工戸数の増加傾向は継続するも

のと想定されること、また主力製品である収納材全般が引き続き堅調であることから、平成26年

３月期　通期の連結及び個別業績は前回予想（平成25年５月14日発表）を上回ることが見込める

ため、業績予想を上記のとおり修正いたします。

　
※上記の業績予想の数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は今後様々な要因によって予測数値と異なる結果となる可能性があります。

　

　以上

　


